
就任挨拶

　昨年４月に国立高等専門学校機構の理事長に就任いたしました。高等専門学校の創設は昭

和37年４月ですので、ちょうど高専創設50周年という記念すべき年に就任したことになります。

国立高専機構は学生総数５万人余、教職員数６千人余からなる大規模な高等教育機関です。

これまでの「実践的技術者の育成」を担ってきた高専の教育・研究・産官学連携などを通し

た社会貢献などの活動は各界からは極めて高く評価していただいております。この輝かしい50

年の歴史の上に新たな発展の歴史を積み増すことこそ、これからの我々の役割と自覚しており

ます。

　高専発足時の主たる使命は「実践的技術者の育成」でした。しかし、過去50年という長い年

月の間に、科学技術は高度に発展し、産業構造も大きく変化しました。グローバル化も急速

に進みつつあります。実際、高専卒業生にはこのグローバル化への対応はもとより、実践性

の上に豊かな創造性が求められるようになってきております。この技術者像を一言で表せばイ

ノベーション人材といって良いでしょう。国立高専機構では、高専に対するこのような新たな

負託に十分に応えるべく、“進化する高専” をキーワードとして高専としての機能の一層の強化

を図るための自己変革を絶え間なく進める体制を確立しております。

　「不易流行」という言葉があります。不変なもの、変えてはならないものがある一方で、社

会や状況の変化によって変えるべきもの、変えなければならないものがあり、不易と流行との

見極めが極めて重要です。発足時からは大幅に変化した社会や産業構造を考えれば、高専の

使命は “流行” に属し、見直しを行う必要があります。国立高専機構内で叡知を結集した検討

の結果として、「グローバルに活躍できる実践的創造的技術者の育成」を現状にふさわしい高

専の使命と定めました。実践性の重視は変わりませんが、グローバル化への対応と創造性の

育成が重視され、従来の使命と比べて大幅に高度化された内容となっております。課題は、

その高度化した使命を単なる “お題目” に止まらず、実のあるものにすることであり、それこ

そ重要です。各高専での教育・研究活動などがそれに沿うように高度化されなければなりま

せん。そのため、科学技術の現状や社会のニーズを考慮した学科構成の見直し、教育の質保証、

創造性を育みグローバル化への対応をはかる教育方法の改善、などについて積極的に議論を

進め、イノベーション人材の育成に向けて着実に改革を実行しつつあります。まさに進化しつ

つあるといえましょう。

　ものづくり日本の伝統を受け継ぎ、さらに発展させるうえで、創造的・実践的技術者の育成

を担う高専の役割はますます重要になります。これまでの高専の発展の基礎は、“信念と自信

と希望” に基づき各人各層が高専の理想とする将来像に向けて前向きの議論を戦わせ、叡知

を結集して目標を定め、一丸となって取り組んできたところにあると思います。この “組織の

一体性” こそ高専の進化のエネルギーのもとです。これからも国立高専機構は若 し々くチャレ

ンジする組織として力を合わせて進化を続け、次の50周年（トータルで１００周年）をさらに発展

した姿で迎えるべく、一層の努力を傾けたいと考えております。高専に対する関係各位の一層

のご理解とご支援をお願い申し上げます。
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独立行政法人国立高等専門学校機構　理事長

小畑　秀文

運営協議会を開催

　平成24年８月２日（火）に、理事長が諮問し、機構の業務の運営に関する重要事項に
ついて審議を行う運営協議会を開催しました。国立高専機構から、高専教育を取り
巻く状況と第２期中期計画期間の重点課題について説明し、これまでの成果に対す
る質疑応答の後、高専教育の高度化、産学官連携、および国際的に活躍できる技術
者の育成等についてご意見をいただきました。
なお、運営協議会の委員については、以下のとおりです。

運営協議会委員名簿
（五十音順　敬称略）

氏名　　　　　　　 現職等

鹿島建設株式会社　知的財産部長

東京エレクトロンＦＥ株式会社　顧問

福岡女子大学　理事長　学長

近畿大学工業高等専門学校　校長

豊橋技術科学大学　学長

ダイキン工業株式会社　シニアスキルスペシャリスト

元東京大学大学院工学系研究科教授、元日経エレクトロニクス編集長

トヨタ自動車九州株式会社　代表取締役　取締役社長

セイコーエプソン株式会社　常勤監査役

株式会社東芝イノベーション推進本部　参事

（任期：平成２３年７月１日～平成２５年３月３１日）

天 野 玲 子

石 井 浩 介

梶 山 千 里

神 野　　稔

榊　　佳 之

中 浜 慶 和

西 村 吉 雄

二 橋 岩 雄

矢 島 虎 雄

渡辺美代子
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就任にあたって
理事　兼　東京工業高等専門学校長　古屋　一仁
　平成24年４月１日付けで国立高専機構理事に就任しました。東京工業大学

で学生、助手、助教授、教授に44年間、東京高専で校長に３年間就かせて

いただきました。大学では光通信デバイス、半導体ナノテクノロジー、新機

能デバイスの研究に取り組みました。

　長年の研究、教育を通じ、皆様からいただいた貴重な教えや気付きをこ

れからは社会に還元させなければと思っています。高専に来て改めて、若者

の育成に関わることの意義と責任を痛感し、そしてこれに喜びを感じていま

す。若者の希望とものづくりの展望を明るくすべく、地域社会、国の教育行

政そして高専の教職員や学生の声に注意深く耳を傾けていきたいと思いま

す。そして高専が日本の復興発展に、過去50年の実績にも増して、ますます

貢献していくことを願っています。そのために微力ですが尽力いたしますの

でなにとぞよろしくお願いします。


